
平
成
二
十
五
年 

七
月 

作
品 

  

日
暮
す
ぐ 
そ
こ
に
来
て
を
り 

時
計
草 

 

（
一
江
） 

 

今
年
も
ま
た 

咲
い
て
く
れ
た
ね 

月
下
美
人
（
暢
久
） 

 

白
南
風
や 

亀
重
な
り
て 
甲
羅
干
す 

 
 

（
隆
治
） 

 

（
東
村
山 

北
山
公
園
に
て
） 

花
し
ょ
う
ぶ 

人
の
数
ほ
ど 

並
び
を
り 

 

（
正
雄
） 

 

に
が
瓜
が 

終
の
住
処
を
覆
ひ
け
り 

 
 
 

（
前
歩
） 

 

店
ご
と
に 

飾
り
を
立
て
て 

夏
祭 

 
 
 

（
正
佳
） 

（
チ
ェ
コ
プ
ラ
ハ
に
て
） 

聖
堂
に 

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン 

夏
夕
べ 

 
 

（
奉
男
） 

 

ウ
ィ
ー
ン
の 

夏
を
歩
く
や 

石
畳 

 
 
 

（
奉
男
） 

 

（
ブ
タ
ベ
ス
ト
に
て
） 

見
上
げ
ゐ
る 

夏
満
月
や 

く
さ
り
橋 

 
 

（
奉
男
） 

 

七
夕
の 

飾
り
幼
き 

手
の
中
に 

 
 
 
 

（
由
美
） 

 

眼
前
に 

ふ
る
さ
と
の
山 

夏
の
雲 

 
 
 

（
太
郎
） 

 

紫
陽
花
に 

囲
ま
れ
長
谷
の 

観
世
音 

 
 

（
孝
昭
） 


